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〇
七
年
六
月
、
パ
レ
ス
チ
ナ･

ガ
ザ

地
区
で
は
、
内
部
で
の
対
立
や
抗
争
の

激
化
、
ま
た
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
経
済

制
裁
や
封
鎖
は
強
化
さ
れ
る
と
い
う
事

態
が
発
生
し
ま
し
た
。
な
ぜ
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
起
き
て
し
ま
っ
た
の
か
。
パ

レ
ス
チ
ナ
の
人
々
は
、
ど
う
い
う
状
況

の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
な
思
い
で
生
活

し
て
い
る
の
か
。
こ
れ
か
ら
パ
レ
ス
チ

ナ
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。
こ
れ
が

中
東
・
国
際
情
勢
に
ど
う
い
う
影
響
を

及
ぼ
す
の
か
。
私
た
ち
に
は
何
が
で
き

る
の
か
。

　
七
月
二
十
八
日
、
私
た
ち
は
緊
急
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
内
戦
と
紛
争
？
パ
レ
ス

チ
ナ
は
ど
う
な
る
の
か
」
を
開
催
し
ま

し
た
（
主
催
・
Ｊ
Ｖ
Ｃ
、
土
井
敏
邦 

パ

レ
ス
チ
ナ
記
録
の
会
、
参
加
者
・
約
百

五
十
人
）。
長
く
パ
レ
ス
チ
ナ
と
関

わ
っ
て
き
た
専
門
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
り
、
現

地
か
ら
の
声
を
交
え
、
報
告
・
議
論
を

し
、
土
井
氏
の
編
集
で
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

　ラオスでの生活が始まって10ヵ

月。一息つける週末の午後に、家の庭

先で風にあたりながらウクレレを弾

く練習を始めた。この下手な音を聞

きつけて、今なら私が暇だとわかっ

てか、近所の中学生の女の子仲良し3

人組が「何やっているのー？」と門を

開けて家に入ってくる。平日は「おは

よう。どこ行くの？」と通りすがりに

言葉を交わすだけだが、外国人の私

に興味津々のようで、時々ひょっこ

りやって来る週末の訪問者たちだ。

　3人は、自分の方が上手くできる、

と代わるがわるにウクレレを抱え、
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みるよむきく

週末の訪問者

イラスト／かじの 倫子

適当に音を奏でて歌い、

はしゃぎだす。次の拍子

には、私のままならぬラ

オス語を笑い、発音練習に転じる。今

度は「日本語では何と言うの？」と尋

ねられ、漢字と共に教えると3人揃っ

て驚嘆の眼。そのうち料理の話に

なって、「お腹すいたねー」と材料を

家から持って来てパパイヤサラダ作

りが手際よく始まる。そして「食べる

よー」とテレビの前に揃って座り、

あっという間に皆で平らげ、テレビ

に見入って共に笑い転げる。自分の

家のように寛いだ後、台所を元より

に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
こ
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
は
、
前
半
は
土

井
氏
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
パ
レ
ス
チ
ナ

情
勢
分
析
、
後
半
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

の
議
論
の
二
部
構
成
で
す
。
前
半
の
土

井
氏
の
分
析
は
、
現
在
の
パ
レ
ス
チ
ナ

内
部
の
問
題
点
を
七
〇
年
代
頃
か
ら
の

内
外
の
動
き
と
共
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま

と
ま
っ
て
い
て
、
現
在
、
パ
レ
ス
チ
ナ

で
起
き
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
う
え

で
の
入
門
編
と
し
て
適
し
て
い
ま
す
。

　
後
半
で
は
、
ガ
ザ
地
区
の
地
元
Ｎ
Ｇ

Ｏ
代
表
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
、
専
門
家

に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
議
論
の
内

容
を
深
め
て
い
ま
す
。
現
地
の
人
々
に

心
を
寄
せ
な
が
ら
、
日
本
人
の
学
者
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
議
論
を
読
み

進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　『
机
上
の
「
和
平
」
論
で
は
な
く
、
現

場
の
民
衆
の
目
線
に
立
っ
た
真
の
「
和

平
」
を
ー
ー
こ
の
混
沌
と
し
た
パ
レ
ス

チ
ナ
の
現
状
は
国
際
社
会
に
改
め
て
そ

う
訴
え
か
け
て
い
る
。』（
あ
と
が
き
よ

り
）
国
際
社
会
の
一
員
で
あ
る
日
本
の

私
た
ち
に
も
、
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
投

げ
か
け
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
な
お
、
こ
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
の
印
税

及
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
収
益
・
寄
付

は
、
ガ
ザ
地
区
へ
の
支
援
と
し
て
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

（
パ
レ
ス
チ
ナ
事
業
担
当
　
藤
屋
リ
カ
）

もきれいに片付けていき、「お母さん

が呼んでるから帰るねー」と夕日の

中を去っていく。

　台風が来たような落ち着かない数

時間だが、世代が違う彼女たちと過

ごす一時は新鮮で発見もある。東京

の生活では、こんな風に違う世代の

子たちと触れ合う場は皆無だった。

忘れかけていた中学時代の友人との

日々も、この訪問者たちは思い出さ

せてくれる。
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